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       「作家という仕事。故郷で夢をかなえること」 

河﨑 秋子さん講演会に参加して 

     １－A  牧野      

 『颶風の王』を読んで、講演会を楽しみにしていまし

た。忙しい師走、参加できなかった方にお伝えできれば

とメモをとり、反芻しながら原稿を書いていますが、う

まくまとめきれず申し訳ありません。すべてお伝えした

いくらいの魅力的な内容でした。 

 経歴から執筆中への思い、応募への思い、審査会での

様子、出版中『颶風の王』を書き上げるまでのエピソー

ド、応募への縁起担ぎ、本が出版されてから反響、表紙

デザイン、中の赤い紙の意図、作家桜木さんとの交友、

北海道・別海での作家としての活動現状、別海の魅力・

可能性・課題にわたるまで笑いを誘いながら、お話しして頂きました。作家活動への情熱・行動力、作

品に対する謙虚・真摯な姿勢お人柄がわかり、１時間の講演後、質疑応答は和やかな雰囲気でした。 

 

 河﨑さんは中央中卒業生で、学生時代から物語を書いていたのですが書くことの情熱はもちながら書

くことへの限界を感じ、大学卒業後ニュージーランドに綿羊飼育を学び、帰国後も、農家実習を経て家

業の酪農を手伝いながら、綿羊を飼育、出荷し、生活リズムが見えたとき『自分の思いを世に届けたい』

と書くことへの情熱で、睡眠時間を削りながら執筆活動を始められたそうです。夢を叶えるためのしっ

かりとした下積み、行動力、苦労があったのだと知りました。 

 作品が最終選考に残ると、審査委員先生方の評価が聞けることを楽しみに応募され、評価を次回作に

生かし、佳作を経て、プレッシャーと戦いながら、３年目、２０１２年に北海道新聞文学賞を受賞。２

０１４年資料集めからはじまり、家族に協力してもらいながら忙しい農繁期と執筆活動。１００キロマ

ラソンへの挑戦、体力の限界の中、半年で『颶風の王』を書き上げ三浦綾子文学賞を受賞され、本がで

きたときの喜び、読者からの感想を、次回作への糧にしていらっしゃるとお話しされ、家族への感謝も、

述べていらっしゃいました。執筆秘話から『颶風の王』で感じる、危機迫る感じ・自然との共生・家族

愛・縦のつながり・物語の場所を探してみたくなるリアリティ感に通じるのだと思いました。 

                                        （裏面へ） 

 １２月１２日にＰＴＡ文化委員会主催『河﨑秋子さん講演会』が行われました。別海中央中学校の

卒業生で現在羊飼いを続けながら、今年、著書『颶風の王』で三浦綾子文学賞を受賞された、河﨑秋

子さんに「作家という仕事。故郷で夢をかなえること」と題して、ご自身の経歴や故郷への想い、執

筆中の苦悩にいたるまで、和やかに、時折ユーモアを交えながらお話していただきました。お忙しい

中、講演会にご協力、ご参加いただいたＰＴＡの皆さま、ありがとうございました。 

 以下、講演会に参加された保護者からいただいた感想を記載いたします。 



 

２０年前なら作家活動するには上京しないと出版社とのやり取りが大変だったそうですが、今はイン

ターネットの普及で北海道・別海でも支障なくやり取りができ、創作活動にはエネルギーが必要で、お

いしいものに囲まれたこの地は最適だそうです。先日、紙面で、東京から移住したジュエリーデザイナ

ーの紹介で、根室に移住された服飾デザイナーと芸術家のご夫婦が、『身近な自然に畏敬の念を感じ五

感が刺激される。不便は感じない。』…と紹介されていたのを思い出し、私も優しい方々に出会い、お

世話になり、この地に魅了されているＩターン者であることを再確認しました。活躍される河﨑さんは、

これからそれぞれの道に進む子供たちの明るい道しるべで、説得力のある存在です。大海に出て、この

地に戻る鮭のように、それに連れて現れる熊のように、Ｕターン者・Ｉターン者が増え、後にガッツポ

ーズを隠しながら『そりゃー、だめだ』と、黒板吾郎風（古？）に意地悪言える日がおとずれそうです。

各分野で変動の時を迎え、各方面からアンケート依頼が届く暗中模索の時世に不安を募らせていました

が、講演後、いい方向に向かっていくような晴れやかな気持ちになりました。     

 

 子供頃よく読まれた本は？中学生にお勧めの本は？という問いに、『松谷みよ子さん、佐藤さとるさ

んの本』、『中学生には、本を読む時間のある今を、恵まれた時と自覚して、興味あるものに手を伸ばし

試行錯誤してほしい』、『世に出ている本に無駄なものはないです』というお答えでした。講演で本が出

版されるまでの苦労、作家さんの作品への思い情熱が分かった後、『無駄なものはない』というお言葉

は重みのある響きでした。次回作で取り組みたいテーマはありますか？という問いには、『いくつか依

頼があり、依頼されたものがどの角度からでも取り組みたい』といった攻めの姿勢で、頼もしいお答え

でした。 

 

 私の住む奥行には情緒あふれる駅逓があり、いくつかのドラマがあったのだろうな～と、想いを馳せ

て通っています。ぜひ河﨑さんに小説を書いていただき、映画化し、素敵な俳優さんを横目に皆さんと

エキストラ出演したいな～と、無茶振りをして、しめさせていただきます。 

 最後になりましたが、河﨑秋子さん、三浦綾子文学賞受賞おめでとうございます。出版、作家デビュ

ーおめでとうございます。素敵な講演をありがとうございました。うまく、お伝えすることができなく

て申し訳ありません。今後のご活躍も、とても楽しみにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


